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１．概要（Summary） 

酸素窒素ドープ炭素材料は、電気化学効果による容量

増が期待できるキャパシター電極などとして注目されてい

る。[1] 高表面積の酸素窒素ドープ炭素材料を得るため、

有機共有結合構造体の熱分解や、さらにテンプレートを

加える熱分解法[2]が報告されている。今回、酸素窒素ド

ープ炭素材料の測定を目指し、名古屋大学 X 線光電子

分光装置施設の設備を利用して、酸素窒素及び炭素の

要素を検証した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 X線光電子分光装置 

【実験方法】 試料として、有機共有結合構造体を直接炭

素視した炭素材料（ONC-T0）と、発泡剤として無機塩を

添付して炭素化させた（ONC-T1）を用意した。これらを用

いて、Fig. 1のような XPS測定試料作製した。 

測定は、フルスキャンから荒くピークを同定した後、高

分解能ファインスキャンによって精密測定し、ピーク分割

した（Fig. 2）。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ONC-T0 および ONC-T1 については、これまでの研究

により、後者は前者に比べて著しく大きな表面積やキャパ

シター容量をもつことが分かっている。フルスキャンの結

果、O1s, N1s および C1s に帰属できるピークを、それ

ぞれ 528, 400, 285 eV に見出し、O1s ピークを精密測

定した(Fig. 2)。3種類の炭素に分類できることが分かった

［(O-I) 531.6 eV: カルボニルあるいはキノン類、(O-II) 

533 eV: フェノール類、(O-III) 534 eV：化学吸着酸素あ

るいは水分子］。なお、O-I 部位は電気化学的に活性で、

キャパシターの疑似容量を高める効果が期待される。O-II

部位は表面の水分子と水素結合をつくり、炭素表面のぬ

れ性を高める効果が期待される。結果は、O-II が ONC-

T1 において 86.2 %を占めるというもので、これが炭素表

面と電解質界面において、スムーズなイオン輸送を実現し

たものと推察される。 
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Fig. 1. Image of sample preparation. 

 

Fig. 2 High resolution of XPS spectra of O1s 

for ONC-T1. 


